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【研究の概要等】  
船体構造の安全性評価のためには、船体横断面が耐え得る最大耐力と作用する最大荷重

を出来るだけ正確に算定する必要がある。最大耐力に関しては、縦曲げモーメントに加え

て捩りモーメントや剪断力の影響も考慮する必要がある。さらに、最大耐力も作用外力も

確定量ではなく、様々な因子の影響を受ける統計量であり、信頼性解析の結果に基づいた

強度評価が必要となる。このような現状に鑑みて本研究では、①効率的かつ高精度が期待

できる縦最終強度解析法の開発、②大波高中を航行する船体の運動解析と船体に作用する

波浪外力算定のための解析法の開発、③信頼性解析結果に基づく強度評価法の確立、④こ

れらを統合した船体縦最終強度総合評価システムの構築の４項目に対する研究を実施し、

曲げ・捩り・剪断の複合荷重を受ける船体桁の最終強度評価法の確立を目指す。なお、①

に関連して、船体桁を模した大型桁試験体を製作して、崩壊試験を実施し、複合荷重下に

おける船体桁の座屈・塑性崩壊挙動を明らかにすると共に、開発された解析法の検証に資

する。 
【当該研究から期待される成果】 
・ 実際の荷重条件のもとでの船体構造の安全性評価が可能となり、船体構造の安全

性確保の資するところ大であると考える  
・ 現在、国連の国際海事機関で新船の構造安全性を確保するための強度要件を検討

しており、その中で、セイフティレベル・アプローチの適用が試みられる。本研

究はその一環としても実施されるものであり、合理的な強度要件成立に資すると

ころ大であると考える  
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